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経営と健康

名
軍
師

　黒
田
官
兵
衛
　そ
の
六

講
談
師

　一
龍
斎
貞
花

　
過
日
、
福
岡
県
直の
お
が
た方
市
で
、「
黒
田
官

兵
衛
」
と
「
母
里
太
兵
衛
」
を
口
演
。
こ

の
直
方
は
、
太
兵
衛
が
筑
前
六
端
城
の
一

つ
鷹
取
城
一
万
八
千
石
を
拝
領
し
た
と
こ

ろ
。
一
般
に
は
母
里
＝
も
り
だ
が
直
方
で

は
、
ぼ・

・り
太
兵
衛
と
い
う
。
城
址
や
屋
敷

跡
が
あ
り
、
城
下
町
に
由
来
す
る
鉄
砲

町
、
桜
の
馬
場
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い

る
。
栗
山
善
助
と
共
に
、
官
兵
衛
を
土
牢

か
ら
救
出
し
た
豪
傑
で
、
福
島
正
則
か
ら

名
槍
日
本
号
を
呑
み
獲
っ
た
と
い
う
お
な

じ
み
「
黒
田
節
」
の
主
人
公
。
博
多
駅
前

に
は
、大
盃
を
手
に
し
た
太
兵
衛
の
銅
像
、

博
多
人
形
と
同
じ
姿
、
福
岡
城
址
に
太
兵

衛
の
長
屋
門
が
残
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
で

は
も・

・り
、
ど
っ
ち
が
正
し
い
か
は
判
ら
な

い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
応
々
に
あ
り
ま

す
。
講
釈
師
に
と
っ
て
は
、
語
の
ま
く
ら

で
直
方
の
話
が
出
来
る
わ
け
で
、
ご
存
知

な
い
講
談
フ
ァ
ン
も
多
い
し
、
講
釈
師
見

て
き
た
よ
う
な
嘘
で
な
く
、
こ
う
し
た
出

会
い
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
歴
史
好
き
の
方

も
同
じ
と
思
い
ま
す
。
歴
史
と
の
ふ
れ
あ

い
、
旅
の
楽
し
さ
で
す
。

豪
胆
な
軍
師
・
官
兵
衛

　
豊
臣
秀
吉
の
天
下
平
定
最
後
の
敵
は
、

小
田
原
の
北
条
氏
政
。
大
軍
を
も
っ
て
小

田
原
城
を
包
囲
。
一
気
に
攻
め
ず
陣
屋
の

周
囲
に
菜
園
の
ほ
か
、
町
人
が
全
国
の
産

物
を
売
買
、
遊
女
宿
ま
で
あ
り
、
傷
病
兵

や
将
兵
の
保
養
地
が
底
倉
の
湯
、
現
在
の

箱
根
温
泉
郷
へ
発
展
。

　
正
に
熟
柿
の
落
ち
る
を
待
つ
長
期
戦
だ

が
、
小
田
原
評
定
に
業
を
煮
や
し
て
攻
め

た
時
、
乱
戦
の
中
、
官
兵
衛
は
丸
腰
の
ま

ま
城
門
の
前
に
立
ち
、
城
主
氏
政
に
面
会

を
申
し
入
れ
る
豪
胆
さ
。氏
政
を
説
得
し
、

氏
政
を
自
害
さ
せ
、
家
来
の
命
を
助
け
、

後
に
氏
康
か
ら
官
兵
衛
に
お
礼
の
品
が
送

ら
れ
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、
軍
師
と
し
て
の
戦
略
の
み

な
ら
ず
平
然
と
一
人
で
敵
陣
へ
乗
り
込
ん

で
相
手
を
説
得
。
和
議
を
結
ぶ
時
に
は
、

高
級
魚
の
ホ
ウ
ボ
ウ
の
煮
付
け
を
相
手
に

贈
り
、
心
和
ま
せ
和
議
に
及
ば
せ
た
と
申

し
ま
す
。
高
松
城
水
攻
め
の
時
、
清
水
宗

治
切
腹
の
前
、
奮
戦
を
ね
ぎ
ら
い
酒
肴
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
寝
返
え
ら
せ
た
り
す
る
謀
略
に
も

長
け
、
家
来
を
失
わ
ず
戦
費
も
少
な
く
て

す
む
、
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
孫
子
の
兵
法
。

半
兵
衛
亡
き
あ
と
秀
吉
を
支
え
天
下
取
り

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
後
年
聚じ

ゅ
ら
く
だ
い

楽
第
で
、
秀
吉
が
座
興
に
近
習

た
ち
に
、

　「
我
亡
き
あ
と
、
誰
れ
が
天
下
を
取
る

と
思
う
」

　
皆
口
々
に
、
徳
川
家
康
殿
、
前
田
利
家

殿
、
蒲
生
氏
郷
殿
と
。

　「
イ
ヤ
違
う
、
何
か
あ
っ
た
ら
横
合
い

か
ら
ス
イ
ッ
と
天
下
を
横
取
り
す
る
の

は
、
官
兵
衛
お
前
よ
な
」

　
言
わ
れ
た
時
に
、「
主
人
は
、
わ
し
を

そ
ん
な
風
に
見
て
い
る
の
か
、
こ
れ
は
い

か
ん
」
と
、
四
十
四
歳
の
若
さ
で
家
督
を
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た
名
軍
師
黒
田
官
兵
衛
。
そ
の
語
録
は
、

経
営
の
参
考
に
な
る
教
え
沢
山
あ
り
、
次

回
ご
紹
介
ご
期
待
下
さ
い
。

写
真
は
大
徳
寺
　
龍
光
院
山
門

倅
長
政
に
譲
り
、
隠
居
す
れ
ば
普
通
は
国

元
へ
帰
る
の
だ
が
、「
我
が
心
水
の
如
し
」

如
水
と
名
乗
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
秀
吉
に

仕
え
ま
す
。
主
人
の
気
持
ち
を
読
み
取
っ

て
、
身
を
守
り
家
の
安
泰
を
図
っ
た
の
で

す
。

　
官
兵
衛
の
心
を
見
抜
い
て
か
秀
吉
は
、

家
康
と
戦
っ
た
小
牧
長
久
手
の
戦
い
の

後
、
播
州
宍し
そ
う粟
郡
四
万
石
。
九
州
征
伐
に

功
を
た
て
た
天
正
十
五
年
、
よ
う
や
く
豊

前
中
津
十
二
万
石
を
与
え
た
。

　
文
武
両
道
茶
道
に
通
じ
、
連れ
ん
が歌
を
得
意

に
し
、
度
々
連
歌
師
を
招
き
、
大
名
の
間

に
連
歌
が
盛
ん
と
あ
っ
て
、
息
の
か
か
っ

た
連
歌
師
を
送
り
込
み
情
報
を
得
る
。
倹

約
家
、
け
ち
と
も
い
わ
れ
た
が
、
無
用
な

出
費
を
さ
け
、
暮
し
に
困
っ
て
い
る
者
に

惜
し
む
こ
と
な
く
金
銀
を
与
え
、
ぜ
い
た

く
を
せ
ず
蓄
え
た
金
で
武
具
を
整
え
出
陣

に
備
え
ま
し
た
。

　
秀
吉
亡
き
後
、
家
康
に
つ
き
関
ヶ
原
合

戦
の
時
、
長
政
が
兵
を
率
い
て
出
陣
し
て

い
て
手
薄
、
蓄
え
た
金
で
浪
人
、
農
民
を

か
き
集
め
九
千
の
兵
を
率
い
て
西
軍
に
味

方
す
る
城
を
次
々
と
攻
略
。
と
こ
ろ
が
、

関
ヶ
原
の
大
戦
が
一
日
で
決
着
、
小
早
川

秀
秋
を
裏
切
ら
せ
る
な
ど
、
長
政
の
働
き

が
大
き
か
っ
た
。

　
長
政
が
「
家
康
殿
が
、
手
を
握
っ
て
お

礼
を
申
さ
れ
ま
し
た
」

「
家
康
が
握
っ
た
手
は
右
手
か
左
手
か
」

「
右
手
で
し
た
」

「
お
前
の
左
手
は
な
に
を
し
て
い
た
の
か
」 

　
な
ぜ
左
手
で
家
康
を
刺
さ
な
か
っ
た
の

か
と
。

　「
大お
お
い
く
さ戦
が
長
び
け
ば
九
州
を
制
圧
し
、

兵
を
率
い
て
攻
め
上の
ぼ

り
天
下
を
取
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
の
に
、
わ
ず
か
一
日
で
、
そ

れ
も
倅
の
働
き
で
終
っ
た
と
は
」

　
長
政
は
、
こ
の
功
に
よ
り
五
十
二
万
石

の
大
身
と
な
る
も
、
如
水
に
と
っ
て
は
不

満
で
し
か
な
か
っ
た
。
家
康
か
ら
「
九
州

の
西
軍
を
滅
ぼ
し
た
功
に
よ
り
、
望
み
の

領
地
を
遣
わ
す
」
と
い
わ
れ
る
も
、「
茶

壺
一
つ
で
結
構
で
ご
ざ
る
」
と
、
以
後
一

切
表
舞
台
に
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
出
身
地
の
地
名
か
ら
福
岡
と
し
た
が
、

駅
名
、
地
名
に
栄
え
た
博
多
の
名
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
お
も
ひ
お
く
言
の
葉
な
く
て
つ
ひ

に
ゆ
く
　
道
は
ま
よ
は
じ
な
る
に
ま

か
せ
て
」
の
辞
世
を
残
し
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
年
）
三
月
二
十
日
に
こ
の
世

を
去
り
ま
し
た
、
享
年
五
十
九
歳
。

　
戒
名
、
龍
光
院
殿
如
水
円
清
大
居
士

　
遺
言
に
よ
り
、
信
長
の
法
要
が
営
ま
れ

た
京
都
大
徳
寺
に
葬
ら
れ
、
長
政
が
父
の

菩
提
寺
と
し
て
龍
光
院
（
塔た

っ
ち
ゅ
う頭
）
を
造

営
、
開
山
の
江こ
う
げ
つ
そ
う
が
ん

月
宗
玩
は
、
後
に
直
方
初

代
東
蓮
寺
藩
主
黒
田
高
政
が
、
父
長
政
の

菩
提
を
弔
う
た

め
に
建
立
し
た

雲
心
寺
の
開
山

と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
る
。

　
後
に
、
黒
田
家

の
墓
所
と
な
る

長
政
が
創
建
し

た
博
多
の
崇
福

寺
に
分
骨
。

　
一
年
に
及
ぶ

幽
閉
に
も
耐
え

た
強
靭
な
精
神

力
、
半
身
不
随
に

な
り
な
が
ら
戦

場
を
駆
け
巡
り
、

秀
吉
を
天
下
人

に
と
押
し
上
げ
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